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１．ねらい
秋田県の転作における飼料作物は、主に

永年性牧草として作付けされているが、そ
の利用率は低く、転作田の有効活用による
飼料自給率の向上が求められている。こう
した中で、水稲を飼料として利用する飼料
イネに対する関心が高まりつつある。そこ
で本稿では、県内における飼料イネ栽培の
普及状況を概観した後、飼料イネの生産農
家及び利用酪農家の意向を基に、粗飼料の
生産及び利用上の課題と、その改善方向に
ついて検討する。

２．秋田県における飼料イネ栽培の普及状
況

秋田県の飼料イネ作付面積は、2000年に
0.1haであったが、新たな水田農業経営確
立対策の施行や、専用収穫機の開発とそれ
への導入助成等により、'01年は85ha、'02
年は161ha、'03年には290haと順調に拡大
している。その栽培法は移植が主体である
が、作付面積の３割には、省力技術として
の直播栽培（播種様式は代かきを行う湛水
直播）が採用されている。品種は、食用米
で８割を超える「あきたこまち」が半分近
くを占めており、以下「でわひかり 「ふ」、
くひびき」と続いている（図１ 。）

３．雄勝地域における飼料イネ生産の取り
組み

県南内陸部の雄勝地域では、2001年に、
酪農家と耕種農家との連携により、自給粗
飼料の生産拡大を進めるための組織とし
て、Ａ酪農協、役場、ＪＡ等による「雄勝

」 、地方稲発酵粗飼料推進協議会 が設立され
当地域が県のモデル推進地区に指定され
た。耕種農家が飼料イネの収穫前までの栽
培管理を行い、収穫調製作業は、Ａ酪農協
の組合員が、酪農協の所有するホールクロ
ップ収穫機１台と、自走ラップマシーン２
台を用いて共同で行っている。

'03年に、Ａ酪農協の組合員が収穫調製
作業を行った飼料イネの面積は21haで、品

「 」 。種は あきたこまち が大半を占めている
また、生産物であるホールクロップサイレ
ージの単位面積当たり収量は、栽培農家に
よるばらつきが大きい（図２ 。早期収穫）

が可能な早生で多収の、地域に適した専用
品種の育成と、良質サイレージの生産につ
ながる安定的な栽培技術の開発が求められ
ている。

４．飼料イネの生産農家と利用酪農家の意
向

飼料イネの収穫前までの栽培管理を行っ
ている耕種農家の意向をみると、飼料イネ
の栽培に取り組んだ理由には 「水田に転、
作としてイネを栽培できる 「転作の助」、
成金が高い 「収穫以降の作業が不要で」、
ある」が多く選ばれている（図３ 。飼料）
イネを作付けする前の生産調整対応として
は、その分の面積を調整水田としていた農
家が多く、飼料イネの作付けが、水田であ
まり手間をかけずに行える、比較的割のい
い生産調整の手法として理解されているこ
とを示している。栽培法としては、除草を
始めとする各種防除が食用イネ並みに実施
されるケースが多い（図４ 。生産コスト）
を低減し、ホールクロップサイレージの安
全性を高める観点からも、飼料イネに適し
た農薬低減型の栽培技術の徹底が求められ
ている。

飼料イネを利用する側である、Ａ酪農協
組合員の酪農家の意向をみると、飼料イネ
の利用に取り組んだ理由として 「飼料費、
の低減になる」が挙げられている 「イネ。
発酵粗飼料給与農家への助成金がある」か
らという回答も多く、経済的なメリットを
主なねらいとして導入されていることがわ
かる（図５ 。開発・改良が必要な飼料イ）
ネに関する技術としては、耕種農家が「安
定・省力・低コスト栽培技術」を、酪農家
が「乳牛への効果的な給与技術」を重要視
している（図６ 。酪農全般の技術上の課）
題としては 「自給粗飼料の品質が不十分、
である」ことと「自給粗飼料が不足してい
る」ことが指摘されている（図７ 。飼料）
イネを用いた良質な粗飼料の生産及び給与

、 。技術の開発と その普及が求められている

５．まとめ
本稿は、飼料イネが、耕種農家にはイネ

の栽培でできる生産調整手法として、酪農
家には飼料費の低減に貢献する作物として



理解されていることを明らかにするととも
に、酪農経営にとっての課題が、十分な粗
飼料を安定的に確保することであり、飼料
イネを用いた良質な粗飼料の生産・給与技
術が求められていることを指摘した。飼料
イネ生産の普及には、助成制度が大きな役

割を果たしてきたが、その水準が引き下げ
られる中で、更にその生産拡大を図るため
には、このような技術開発を進めて、地域
での資源循環を可能にする、耕畜連携によ
る飼料イネ生産・利用体系を早期に構築す
る必要がある。

図１ 秋田県における飼料イネの品種別作付面積

図２ イネホールクロップサイレージの農家別注）秋田県農林水産部農畜産振興課資料より作成

10ａ当たり収量（2003年）

注）Ａ酪農協資料より作成

）図３ 飼料イネの栽培に取り組んだ理由 耕種農家（

図４ 飼料イネの栽培法（耕種農家）注1）2003年調査・回答者17人、注2）複数回答

図６ 開発・改良が必要な飼料イネの技術

図５ 飼料イネの利用に取り組んだ理由（酪農家） （耕種農家・酪農家）

注1）2003年調査・回答者10人、注2）複数回答

図７ 酪農全般の技術上の問題点（酪農家）

注）複数回答
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